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経営指導員から

事業者の試行錯誤の末、製品化に成功したイチゴのジュース

亘理山元商工会 田所食品株式会社（食品製造業）

連携コーディネート力で
開発困難なジュースを商品化

イチゴの一大産地として知られる山元町は、かつてはブドウ
畑が広がるブドウの産地だった。その地で大正時代にブドウ
搾汁業として創業した田所食品（従業員６名）は、高級ブドウ
果汁「マルタのきぶどう」を看板商品として発展してきた。

しかし、東日本大震災の津波で自社ブドウ畑が壊滅状態に
なる。生産が震災前より大幅に落ち込んだため、新商品開発
が急務だった。そこで同社は山元町産のイチゴを使ったジュー
スの開発を考えたが、そこに大きな壁が立ち塞がった。イチゴ
は水分が少なくジュース化が難しい果物で、コスト的にも問題
が多かったのだ。そんな大手食品メーカーさえ敬遠するイチゴ
ジュースの商品化が本当に可能なのか。それでも同社は一念発
起、商品化に向けて踏み出すことなったのである。

相談を受けた亘理山元商工会は、すぐに宮城県商工会連合
会・広域企業支援グループに支援を要請。平成25年夏にヒア
リングを行い、技術的な課題を把握するとともに、地域力活用
市場獲得等支援事業（新商品・新サービス開発支援事業）を
活用することになった。宮城県連は商工会とともに事業計画の
策定支援を行い、あわせて食品製造やマーケティングなどの外
部専門家との事前折衝を開始する。こうして同年秋から事業
者は試作品づくりに乗り出し、糖度・酸味・粘度のバランスや
退色について研究を重ねるとともに、商工会、宮城県連、外

部協力者を交えた定期会合で新商品についての詳細を詰めて
いった。

販路開拓支援としては、首都圏消費者の反応を把握するた
め東京・六本木にある食のショールーム「PaRs（パルズ）｣ にイ
ベント出展を宮城県連が要請。また、当初廃棄予定だったイチ
ゴの絞りカスも、地元の菓子製造業者にイチゴペーストの原料
として提供することによって新たな販路を見い出している。

こうして完成した無添加100％のイチゴジュース「Strawberry 
Pure100 しぼりたて」は、懸念された品質問題を賞味期限を
短くすることでクリア。製造コストについてもターゲットを女性
向けに絞った贈答品とすることで高めの値段設定（２本化粧箱
詰め・税込3240円）を可能にした。

販売開始は平成26年６月。受注は当初の予想をかなり上回
り、お取り寄せサイト「47CLUB」のカテゴリー別（ソフトドリンク）
の売れ筋ランキングで第３位に入るなど、上々の滑り出しを見
せた。色味のよさからクリスマスやバレンタイン、ひなまつりな
どの贈り物として購入され、小需要ながら、イチゴが噛めない
高齢者の流動食としても購入されている。

  新商品開発にあたり、計画段階
から関わり、食味や品質、製造工
程の問題解決、さらにパッケージ
デザインやマーケティング、販路開
拓まで一貫して携わることができま
した。こうした機会はめったにない
ので非常に勉強になりました。とく
に検討会議で事業者、外部専門
家、県連、商工会がそれぞれの
立場から妥協することなく議論を重
ねていった場面が印象的でした。

亘理山元商工会
佐藤 良一さん

Ｈ25年８月～９月 事業計画の策定

12月 商品仕様の細目検討

10月～ 試作品づくり開始

Ｈ26年２月～６月 販路開拓に関する支援

課題
急務の新商品開発に
立ち塞がった問題

支援
企画から販路開拓まで
連携でトータル支援

支援の経過

ゆずを使ったケーキ「北のゆず姫」

柴田町商工会 株式会社白石ハウビング（設備工事・菓子パン製造小売業）

地域ブランドのゆずを使って
パン事業の戦略商品を開発

白石ハウビング（従業員 19 名）は、LP ガスや灯油の販売、
上下水道や冷暖房の設備工事、リフォームなどを手広く展開し
ている。設備工事のノウハウを活かして、平成 2 年、冷凍生地
を用いたインストアベーカリー事業に進出。当初は収益を計上
していたが、商品構成を長年にわたり変更してこなかったこと
もあり、収益力は低下。ベーカリー事業単体として自立するた
めにも、商品力の強化が求められていた。

柴田町は日本さくらの会選定の「さくら名所 100 選」に宮城
県内として唯一選ばれており、県内外から多くの観光客が訪れ
る。しかしこれといった土産品がない。同社はここに目をつけ
た。培ってきたパン製造技術を使って、地域を代表する商品を
開発することができないかと考えた。

柴田町商工会と宮城県商工会連合会の支援のもと、 新商品
の開発はまず「どの素材を活用するか」の検討から始まった。
地域の名産品のなかでいくつか候補が挙がったが、「雨迄のゆ
ず」「北限のゆず」などの地域ブランドが定着しているゆずを
素材にしたケーキを開発することを決めた。指導前に同社がす
でに商品化していた「ゆずマドレーヌ」が好調で、地域の消費
者から一定の評価を得ていたこと、通年供給を受けることが可
能なことなども、ゆずに決めた理由だった。

その後、商品開発の具体化に入る。試作品を何回もつくり、

改良を加えたほか、店頭で映えるパッケージの検討、値ごろ感
がありながら適正な収益が確保できる販売価格の設定、効果
のあるプロモーション方法の計画実行などが、専門家も交えた
商工会との支援のもとに進められていった。プロモーションで
は商工会主導でプレスリリースを作成し、地元紙に掲載。テレ
ビ局の取材も受けた。

発売後の人気は上々で、一日平均 200 個程度が毎日売り切
れ、生産が追いつかないほど。新商品発売直後の仙台駅での
イベントでも、用意した 1000 個が完売。ゆずケーキ人気の相
乗効果で、パンの売り上げも好調に推移している。
「パン事業がここまで伸びるとは正直予想していませんでし
た。地元でも評判で、毎日売り切れの状態です。おかげで自
信もついたので、今後は JR や仙台空港などに売り込んで常時
販売へと展開していきたいと思います」と、事業者は販路拡
大に次の目標を定めている。

　事業者は今回の商品開発で意
欲が向上し、パン事業の次の展
開も視野に入れています。実現が
可能な内容にて明確なゴールを設
定することで、支援する側、事業
者ともマイルストーンが可能となり
ました。柴田町には、このほかに
もさまざまな地域資源があります
ので、今後も制度を有効に活用し
て産業創出を進めていきたいと思
っています。

柴田町商工会
　日下 尚さん

Ｈ27年５月 現状分析

７月 商品開発支援

９月～10月 プロモーション支援

５月 事業計画策定支援

８月～９月 製品パッケージ支援

11月 プレスリリースを作成

課題
ベーカリー事業の
自立に向けた商品力強化

支援
ゆずを活用した商品の
開発から販売まで後方支援

支援の経過


